









( 5 ) 
氏名・(本籍) 杉 益 溢 男
学位の種類 医 A子'"ム 博 士
学位記番号 第 4 6 4 7 アEヲコ
学位授与の日付 昭和 54 年 4 月 27 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 体性感覚を複現するラット視床網様核細胞の性質













質体性感覚野(SMC) にーケ所，二三の実験では視交叉にも刺入した。 3M KCI またはファスト・グ
リーン色素を飽和させた3M KCI 充填のガラス毛細管電極を導出電極とし， ML単発電気刺激に応答
する細胞を TRおよびVB の近傍で探索した。次のような結果が得られた。
1. MLおよびSMC刺激に対し 初期応答として順行性の頻回放電を行い，しかも刺激後約 1 秒
間の聞に 5 ~10回の群発性放電を繰返す細胞群が存在する。また，これらの細胞は，皮膚上に明確な
受容野を有している。このような細胞の記録部位をファスト・グリーン色素を用いて組織学的に同定
したところ， VB の前部および前外側部に隣接する TRの内部であることが判明した。そこでこのよ
うな部位をs-TRと呼ぶことにする。これに対し， VB細胞は， MLおよびSMC刺激に対し初期応
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の聞で比較すると， VBでは変動幅が0.3 ミリ秒以下のものが85%であったが， s-TRで、は0.3 ミリ秒
以上のものが60% を占めた。以上の結果より，大部分のsーTR細胞は VB細胞の軸索側枝を経由して
ML線維からの入力を受けている可能性が強いと考えられる。
3. s-TRおよびVB細胞は，末梢からの感覚入力の種類によって， 1) ヒゲ， 2) 体毛， 3) 接触， 4) 
圧迫， 5) 関節， 6) そ他の感覚，のうちのどれかに分類できる。 s-TRでは， 1) が約50% ， 2) が16%で
あったのに対し， VB では， 2) が40%で最も多く， 1) は約30%であった。
4. 末梢への感覚刺激に対し，刺激の提示中，応答の持続する細胞(持続型)はsーTRではごく
まれ (3 %)であり，ほとんどが刺激の始めおよび(または)終りにのみ応答した(相動型) VBでも
相動型が過半数を占めたが(68%) ，持続型もかなり数多く (32%) 見られた。





















送るものと同一で、ある。 2) 大多数の TRニューロンは. VBニューロンを介して体性感覚インパルス
を受け，その上で逆に VBニューロンに抑制的効果を及ぼすと推定される。 3) T Rニューロンにはヒ
ゲの動き刺激によって相動性に賦活されるものが多い。 4) 体毛の刺激によって受容野の分布を定める
と. TRニューロンには上肢に受容野をもつものが多い。
以上の結果をもとにして，上肢・ヒゲから起るインパルスが大脳皮質に伝わるときに. TRニュー
ロンはそれに対し，一定の調節作用を及ぼすと推定される。したがって，たとえば，ラットが探索運
動などをする際には，必要な体性感覚情報をとり入れるために. TRニューロンは有効な働きをする
であろう，と著者は述べている。
本論文は TRニューロンに関する生理学的知見を深めることに寄与しており，学位論文としての価
値をもっと判断される。
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